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本日の内容

①自己紹介

②和歌山県の地域性

③和歌山県における農村RMO

の可能性



和歌山大学の紹介



食農総合研究教育センターの紹介

2020年度
食農総合研究教育センター

詳しくは、ホームページへ
https://www.wakayama-u.ac.jp/food-agri/



農業や農村、食べ物のこと

（＝和歌山県のこと）

教えてほしいことがあったら何でも



本日の内容

①自己紹介

②和歌山県の地域性

③和歌山県における農村RMO

の可能性



【紀北】＝多様な果実
もも、かき、はっさく

【紀中】＝果実、野菜
温州みかん、えんどう

【紀南】＝ウメ
南高ウメ、晩かん類

【中山間地域】
お茶、山椒、
ゆず、じゃばら

『和歌山県の農林水産業』各年度



『和歌山県の農林水産業』各年度



有田における出荷・販売構造

①個別選果による輸送共同組織

「〇〇出荷組合」＝田村出荷組合

②共同選果による共同販売（共選共販）

分荷権が総合農協、もしくは任意組合・法人

＝JAありだ、（株）早和果樹園

③集出荷業者

「和歌山県柑橘商業協同組合」 ＝伊藤農園

④個人出荷

農産物直売所への出荷



有田における生産地別ブランド

①有田みかん

ＪＡありだの地域団体商標、AQ選果場

②田村みかん

田村出荷組合（有田郡湯浅町田地区）

③新堂みかん

有田市新堂地区



温州みかんについて

明治時代は、大都市近郊で生産

和歌山県は、温州ミカンの適地

産地 面積 産地 面積 産地 面積 産地 面積 産地 面積
1位 和歌山 2,878 静岡 7,987 愛媛 22,100 愛媛 14,200 和歌山 7,800
2 大阪 2,052 愛媛 5,728 静岡 17,800 静岡 12,000 愛媛 6,280
3 京都 1,177 和歌山 5,636 佐賀 14,800 和歌山 11,200 静岡 5,280
4 静岡 915 広島 3,243 長崎 14,500 佐賀 9,810 熊本 4,240
5 山口 528 神奈川 2,277 和歌山 13,100 長崎 9,450 長崎 3,180
6 熊本 943 鹿児島 2,189 熊本 13,000 熊本 9,370 佐賀 2,620
7 大分 186 佐賀 1,958 大分 9,500 大分 5,790 広島 2,070
8 兵庫 154 山口 1,858 福岡 9,090 広島 5,670 愛知 1,440
9 徳島 135 熊本 1,692 広島 8,070 福岡 5,570 福岡 1,410
10 宮崎 132 大分 1,595 宮崎 6,730 鹿児島 3,510 神奈川 1,280

順位

1900年 1951年 1975年 1985年 2015年

（柑橘総面積） （柑橘総面積） 温州（全国169,400） 温州（全国112,500） 温州（全国44,600）



和歌山県における
農業政策の展開

①農地改革への対応、食料増産への対応

②「ミカン王国」への復活

③選択的拡大とミカン生産の拡大

④ミカンの生産調整

⑤園芸（果樹・野菜・花き）産地としての展開



和歌山県の地域性

①農家のプライド

②地域内の生産地別のブランド

③行政としても、産地振興

⇒「農村RMO」の形成に遅れ



本日の内容

①自己紹介

②和歌山県の地域性

③和歌山県における農村RMO

の可能性
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①1960年代       
酒税法改正（青梅増加），新植開墾による供給安定化，｢南高｣の選抜

②1970年代       
台湾梅輸入開始，調味加工梅干（かつお梅･味梅）の開発と消費拡大

③1980年代       
通販･宅配等の販売チャネル拡大，調味技術の向上（低塩化）

④1990年代       
バブル崩壊，中国梅輸入本格化（量販対応），国内新興産地との競合

⑤2000年代       
｢原料原産地表示｣義務化（原料調達の変化と業界再編）
供給過剰顕在化（｢売り手市場｣から｢買い手市場｣へ）
値頃感への期待とブランドの揺らぎ（「つぶれ梅」・「さつまの梅」）

和歌山におけるブランド形成の過程
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和歌山県

32%

群馬県

6%

福井県3%

神奈川県3%
奈良県2%

その他

54%

主要県別梅結果樹面積の割合（平成28年度）

主要県における梅の生産
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①｢梅干･梅漬｣の市場規模

○約570億円（2006年度推定値，食品新聞社）

○金額：国産（400億円）海外産（170億円，完成品含） 

→価格差は約7～8倍（数量ベース：輸入＞国産）

②原料調達の概況

③県内加工メーカーの位置

○国内市場の約80％を占有

梅加工メーカーの市場規模



ウメ農業（生産者・農協）

ウメ加工業
（梅干･梅酒・エキス等）

ウメ関連業
（資材・流通・広告等）

（同一地域）

協力・連携

支援 情報発信

行政・試験研究機関

安全性の確保

価格の安定

品質の向上

ブランドの確立

宣伝市場開拓

６次産業化・農商工連携の優良事例？農業を軸とした地域産業複合体の形成



JA紀南の部会組織
・JA紀南の組合員は、「生産販売委員会」と「作物別部会」に所属
・最終的な地域での意思決定権（や販売戦略）は、「生産販売委員会」



地域づくりの先進地も存在



『和歌山県の農林水産業』各年度



移住者と創る中山間地域

和大寄附講義『農村集落の持続性』佐久間報告



移住者と創る中山間地域

和大寄附講義『農村集落の持続性』佐久間報告



地域で守る「中田の棚田PJ」



とある県のとある委員会



和歌山県における農村RMOの可能性

①果樹産地でも「地域」視点

②中山間地域における危機感

③和歌山県の政策推進（今日も重要）

⇒今後「農村RMO」の形成が加速



ご清聴

ありがとうございました
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